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1. サステナビリティ・マネジメントの方針



1-1. JTグループにおけるSDGsへの取り組み領域
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1-2. 東北支社におけるSDGsへの取り組み領域
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(新たな取り組み)



2. 新たにはじめた取り組み
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2-1. ピリカ社との協業 (環境保全)

目指す姿

清掃活動を通じて「環境保全」に努め、地域社会の発展に貢献する
• ゴミ拾いアプリ「ピリカ」を活用し、地域コミュニティと共に清掃活動に取り組む
• ゴミ拾いアプリ「ピリカ」を活用し、地域のパートナーと清掃活動の「見える化」を図る



2-1. ピリカ社の概要
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2-1. ピリカ社との取り組み
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【導入目的】
• ひろ街や定期的に実施している清掃活動を「見える」化し、

地域全体の清掃活動のモチベーションを高める
• 清掃活動を定量化することで、社員ひとりひとりの清掃活動への

達成感につなげる

【導入目的】
• ポイ捨てされたゴミを定量化し、清掃活動を効率化する
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2-2. フードバンクとの協業 (格差是正)

目指す姿

震災由来による「格差是正」を食品(嗜好品)会社として取り組み、
地域社会の発展に貢献する
• フードバンクと協業し、生活にお困りの皆さまへ食料品を届ける
• 地域社会における食品廃棄ロス問題の意識向上を図る



2-2. フードバンク岩手の概要

11出典: フードバンク岩手HPより



2-2. フードバンク岩手へのJT支援内容
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【概要】
• JTの営業員は担当エリアをもっており、営業活動と並行して、エリア内の食料品輸送を支援
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2-2. フードバンク岩手へのJT支援内容

【概要】
• JT盛岡支店ビルで、フードバンク岩手の「食料品回収ポスト」および

「のぼり旗」を設置し、食料品回収とフードバンク岩手のPRを実施
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2-2. フードバンク岩手へのJT支援内容

【概要】
• 援助品のニーズがピークを迎える年末に、有志社員から食料品を集め、フードバンク岩手へ寄付
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2-2. フードバンク岩手 支援実績

配送支援 JT食料支援

2019年

9月 19.0 6.1

10月 51.9 0.0

11月 77.7 37.6

12月 95.6 69.5

2020年

1月 39.4 0.0

2月 62.0 1.0

3月 31.2 1.0

合計 376.8 115.2
単位: kg

２０１９年９月以降、376.8ｋｇの配送支援を実施



2-2. JT東北支社 提携フードバンク
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フードバンクいわき

フードバンクあきた

フードバンクいわて

フードバンク山形中央

フードバンクいしのまき

※青森県においては、2020年4月よりフードバンク事業を行っている「特定非営利活動法人 沙羅双樹の会」様と提携



3. 既に行っている取り組み
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被災地における支援活動 (災害分野)

国内外の災害発生時に、JTグループ各社で連携し、被災地への緊急支援を実施しています。

東日本大震災復興支援 (災害分野)
JTNPO応援プロジェクトを通じ、被災地で活動するNPO団体の活動を支援しています。
「コミュニティの再生・復興支援(第1期/3年)」、「コミュニティの自立支援(第2期/2年)」を経て、2019年より震災の経験
を後世に伝え、防災減災につなぐ「震災伝承」に関わる支援を実施しています。

JTが開発・保有していた品種を、岩手県陸前高田市に寄贈し、オリジナルブランド米「たかたのゆめ」が誕生しました。

3-1. 災害分野の取り組み

＊実績数値はすべて2018年実績
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3-2. 環境保全の取り組み

JTの森
各都道府県の企業の森づくりを支援する森林保全協定の枠組みを利用。地域が目指す森づくりに必要な手入れを支援
する「JTの森」を2005年より全国各地で実施しています。
また、毎年春と秋には従業員ボランティアが、地元の方々と森林整備を行う「森づくりの日」を実施しています。

＊実績数値はすべて2018年実績
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3-2. 環境保全の取り組み

ひろえば街が好きになる運動
「ひろう」という体験を通じて「すてない」気持ちを育てたいという願いのもと、2004年から全国各地で、自治体、学校、
ボランティア、各催事の実行委員会や協働団体など、さまざまな方々と市民参加型の清掃活動を実施しています。
青森県においては、2004年以降継続して開催させていただき、昨年まで23回開催し、延べ参加者数は10,492人を越
えました。

開催日 催事名/開催地 参加者数 主な協力団体（敬称略）

2004年8月2日～5日 青森ねぶた祭／青森市 1,107名 青森県産業振興協会／青森観光コンベンション協会

2005年8月5日～6日 青森ねぶた祭／青森市 619名 青森県産業振興協会／青森観光コンベンション協会

2006年8月5日～6日 青森ねぶた祭／青森市 949名 青森県産業振興協会／青森観光コンベンション協会

2007年8月5日～6日 青森ねぶた祭／青森市 1,019名 青森県産業振興協会／青森観光コンベンション協会

2008年7月31日 八戸三社大祭／八戸市 160名 青森県／八戸観光コンベンション協会

2008年8月5日～6日 青森ねぶた祭／青森市 944名 青森県／青森市／青森県産業振興協会／青森観光コンベンション協会

2008年11月2日 弘前城菊と紅葉まつり／弘前市 488名 青森県／弘前観光コンベンション協会

2009年7月31日 八戸三社大祭／八戸市 284名 青森県／八戸観光コンベンション協会

2009年8月5日～6日 青森ねぶた祭／青森市 962名 青森県／青森市／青森県観光連盟／青森観光コンベンション協会

2009年10月31日 弘前城菊と紅葉まつり／弘前市 940名 青森県／弘前市／弘前観光コンベンション協会

2010年7月31日 八戸三社大祭／八戸市 192名 青森県／八戸観光コンベンション協会

2010年8月5日～6日 青森ねぶた祭／青森市 450名 青森県／青森市／青森県観光連盟／青森観光コンベンション協会

2010年10月30日 弘前城菊と紅葉まつり／弘前市 330名 青森県／弘前市／弘前観光コンベンション協会（まつり運営委員会）

2011年10月8日 青い森のハロウィン／青森市 338名 青森県／青森市新幹線新青森駅開業対策事業実行委員会

2012年8月5日 青森ねぶた祭／青森市 267名 青森県／青森市／青森県観光連盟／青森観光コンベンション協会

2013年7月28日 山内丸山縄文遺跡／青森市 213名 青森県／青森市／青森県縄文遺跡群世界遺産をめざす会外

2013年8月5日 青森ねぶた祭／青森市 239名 青森県／青森市／青森県観光連盟／青森観光コンベンション協会

2014年8月5日 青森ねぶた祭／青森市 366名 青森県／青森市／青森県観光連盟／青森観光コンベンション協会

2015年8月5日 青森ねぶた祭／青森市 136名 青森県／青森市／青森県観光連盟／青森観光コンベンション協会

2016年8月5日 青森ねぶた祭／青森市 141名 青森県／青森市／青森県観光連盟／青森観光コンベンション協会

2017年8月5日 青森ねぶた祭／青森市 184名 青森県／青森市／青森県観光連盟／青森観光コンベンション協会

2018年8月5日 青森ねぶた祭／青森市 53名 青森県／青森市／青森県観光連盟／青森観光コンベンション協会

2019年8月5日 青森ねぶた祭／青森市 111名 青森県／青森市／青森県観光連盟／青森観光コンベンション協会

青森県における「ひろ街」開催実績



4. JT SDGs貢献プロジェクトの概要
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4. 重点3領域を横断した取り組み


